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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
ご
健
勝
に
て
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
く
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
平
成
二
十
五
年
十
月

二
十
日
に
町
長
職
を
拝
命
し
て
一
年

二
ヶ
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
皆
様
方
に
は
多
大
の
ご
支
援

ご
厚
情
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
厚

く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

そ
の
折
、
町
民
皆
様
か
ら
お
寄
せ

頂
き
ま
し
た
数
々
の
お
声
を
活
か
す

べ
く
、﹁
政
争
の
町
か
ら
円
満
な
町

へ
﹂
信
頼
回
復
の
た
め
に
も
、
新
た

な
決
意
と
情
熱
を
持
っ
て
頑
張
る
事

が
出
来
ま
し
た
の
も
、
町
民
皆
様
方

か
ら
暖
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
引
き
続
き
信
頼
回
復
の
た

め
に
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
か
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
、
二
十
一
世
紀
も
十

五
年
目
を
迎
え
、
世
界
的
に
は
人
口

増
加
問
題
で
食
糧
調
達
コ
ス
ト
や
貧

困
格
差
の
拡
大
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
な
ど
伝
染
病
や

地
球
温
暖
化
に
よ
る
災
害
も
今
後
更

に
心
配
さ
れ
る
課
題
で
す
。
一
方
我

が
国
、
日
本
で
は
人
口
減
少
に
よ
る

少
子
高
齢
化
問
題
が
益
々
深
刻
化
し
、

地
方
と
都
市
部
の
格
差
社
会
問
題
と

な
り
地
方
経
済
や
地
方
自
治
財
政
の

危
機
的
時
代
に
入
り
ま
し
た
。
国
の

地
方
創
生
プ
ラ
ン
に
大
き
な
期
待
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
平
成
二
十
七
年
は
、
我

が
上
板
町
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
等
に

よ
る
災
害
対
策
と
し
て
、
自
主
防
災

組
織
の
拡
充
強
化
や
自
主
的
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
意
味
で
も
、
定
期

的
に
支
部
長
会
議
を
開
催
し
て
災
害

に
強
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
四
月
か
ら
新

設
さ
れ
た
役
場
組
織
の
企
画
防
災
課

が
担
当
し
、
第
二
回
支
部
長
会
議
を

一
月
二
十
九
日︵
木
︶二
十
時
か
ら
開

催
し
ま
す
。
更
に
人
口
減
少
に
よ
る

町
民
負
担
率
の
上
昇
を
少
し
で
も
抑

え
る
施
策
と
し
て
、
税
の
分
納
制
度

の
拡
充
や
資
産
割
制
度
・
所
得
割
制

度
も
見
直
し
、
社
会
的
弱
者
に
優
し

い
税
制
度
改
正
を
致
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
そ
う
し
た
制
度
改
正
を
充
実

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
更
に
昨
年

か
ら
始
め
ま
し
た
町
営
住
宅
再
生

五
ヶ
年
計
画
や
ゴ
ミ
の
減
量
化
対
策
、

グ
リ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
計
画
、
婚

活
事
業
な
ど
の
充
実
と
合
わ
せ
て
、

地
場
産
業
育
成
事
業
、
子
育
て
支
援

事
業
、
人
権
の
町
づ
く
り
事
業
、
小

中
学
校
空
調
設
備
、
学
校
給
食
施
設

の
新
設
な
ど
、
更
な
る
充
実
強
化
を

推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
三
月
末
で
上
板
町
制
施
行
六

十
年
を
迎
え
ま
す
。
四
月
か
ら
始
ま

る
来
年
度
で
は
六
十
周
年
記
念
式
典

を
秋
に
計
画
し
、
こ
の
機
会
に
文
化

事
業
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
等
も
見

直
し
て
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
お
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
町
行
政
並
び
に
議
会
活

動
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
を
も
ち
ま

し
て
昨
年
も
着
実
に
発
展
へ
の
基
盤

を
固
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ

に
新
年
を
迎
え
、
本
町
の
一
段
の
躍

進
を
期
し
て
、
清
新
の
気
が
み
な
ぎ

る
の
を
覚
え
ま
す
。
昨
年
十
二
月
に

は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
執
行
さ

れ
、
今
後
は
、
地
方
に
実
感
が
届
く

景
気
回
復
を
加
速
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
現
在
の

社
会
経
済
情
勢
は
、
国
際
化
、
情
報

化
、
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
行

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

に
当
た
り
、
本
町
に
お
い
て
も
急
速

に
進
む
少
子
高
齢
化
、
雇
用
問
題
、

防
災
や
環
境
問
題
、
農
業
・
商
工
の

振
興
等
、
克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
行
政
需
要
は
そ
の

量
・
質
と
も
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化

す
る
な
ど
、
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後
さ
ら
に

創
意
工
夫
を
重
ね
、
町
民
皆
様
方
の

ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本

年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
本
年
が
皆
様
方
に

と
っ
て
、
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

上
板
町
長　

七　

條　
　
　

明　

新

年

ご

あ

い

さ

つ

上
板
町
議
会
議
長　

村　

上　

浩　

一　

　

上
板
町
の
課
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
町
民
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
に

は
充
分
ご
留
意
さ
れ
、
今
年
一
年
が

皆
様
に
と
っ
て
、
ま
た
上
板
町
に

と
っ
て
も
良
き
年
と
な
り
ま
す
様
に

祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
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六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
う
け
て
い
る
方
や
そ
の
扶
養
者
に
、
確
定

申
告
・
住
民
税
の
申
告
の
際
に
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
﹁
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
﹂
を
交
付
し
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
の
適
用
を
う
け
ら
れ
る
の
は
、
要
介
護
認
定
者
本
人
ま
た
は
、

要
介
護
認
定
者
を
扶
養
し
て
い
る
方
で
す
。

　

﹁
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
﹂
の
交
付
を
う
け
た
場
合
、
平
成
二
十
六
年

分
所
得
税
︵
町
県
民
税
は
平
成
二
十
七
年
度
分
︶
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
１　

認
定
及
び
交
付
対
象
者

　

⑴　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
、
六
十
五
歳
以
上
で
上
板
町
の

要
介
護
認
定
を
う
け
て
い
る
方

　
　

︵
要
支
援
１
、
２
の
か
た
は
該
当
し
ま
せ
ん
︶

　

⑵　

要
介
護
認
定
審
査
時
の
﹁
主
治
医
意
見
書
﹂
ま
た
は
﹁
認
定
調
査
票
﹂

の
﹁
認
知
症
・
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
﹂
欄
に
一
定
以
上
の
記

載
が
あ
る
こ
と

　
　

︵
要
介
護
１
以
上
で
あ
っ
て
も
交
付
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
︶

　
２　

認
定
書
申
請
手
続
き

　
　

本
人
ま
た
は
親
族
が
﹁
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
﹂
を
福
祉
保
健

課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

︵
申
請
書
は
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
。
︶

　
３　

申
請
手
続
に
必
要
な
物　

　

⑴　

申
請
者
の
印
鑑　

　

⑵　

対
象
者
の
印
鑑
︵
申
請
者
と
対
象
者
が
違
う
場
合
︶

　

⑶　

対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

⑷　

親
族
が
申
請
す
る
場
合
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
４　

申
請
の
必
要
が
な
い
場
合

　

⑴　

す
で
に
同
程
度
の
障
害
区
分
に
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の

方

　
　

︵
手
帳
で
障
害
者
控
除
を
う
け
ら
れ
ま
す
︶

　

⑵　

本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
所
得
税
・
住
民
税
の
い
ず
れ
も
非
課
税
の
場
合

　　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課　

℡　
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九
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六
八
一
〇

「障害者控除対象者認定書」の交付について

65歳以上の介護保険要介護認定者の方へ

優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優
良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
のののののののののののののののののののの
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦
をををををををををををををををををををを

優
良
運
転
者
の
推
薦
を

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

受
付
け
ま
す

　

一
般
社
団
法
人
徳
島
県
交
通

安
全
協
会
で
は
、
永
年
無
事
故

無
違
反
の
優
良
運
転
者
表
彰
の

推
薦
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
優
良
運
転
者
推
薦
基
準

　

①
交
通
安
全
協
会
入
会
者︵
現
在
会
員
で
あ
る
方
︶

　

②
交
通
法
規
を
守
り
、
常
に
安
全
運
転
を
心
懸
け

て
い
る
優
良
な
運
転
者

　

③
普
通
免
許
保
有
者
ま
た
は
、
二
輪
免
許
の
み
の

保
有
者
︵
原
付
免
許
の
み
の
保
有
者
を
含
む
︶

   
※
た
だ
し
、
過
去
に
同
じ
表
彰
を
受
け
た
人
は
除

き
ま
す
。

◆
表
彰
区
分

　

一
〇
年
、
一
五
年
、
二
〇
年
、
三
〇
年
以
上

　

徳
島
県
警
察
本
部
長
表
彰
・
徳
島
県
交
通
安
全
協

会
長
表
彰

◆
申
込
方
法

   
交
通
安
全
協
会
会
員
証
、
免
許
証
、
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
役
場
企
画
防
災
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
申
込
期
限

    
一
月
三
十
日
︵
金
︶
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

企
画
防
災
課　

交
通
安
全
担
当

　

℡　

六
九
四−

六
八
二
四

　

一
月
は
町
県
民
税
︵
三
期
︶
と
国
民
健

康
保
険
税
︵
五
期
︶・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
︵
六
期
︶
の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
二
月
二
日
︵
月
曜
日
︶
で
す
。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
二
月
二
日
に
引
き

落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替　

■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上
板

町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　
■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税
︵
料
︶

　

町
県
民
税
︵
普
通
徴
収
分
︶・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
板
野
郡
農
協
、

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

税
務
課

　

℡　

六
九
四−

六
八
〇
七

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ







　

今
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
受
診
期
限
は
平
成

二
十
七
年
一
月
三
十
一
日
で
す
。
み
な
さ
ん
受
け
忘

れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

健
診
結
果
に
よ
り
、
あ
な
た
に
合
っ
た
健
康
づ
く

り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
生
活
習

慣
病
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
一
年
に
一
度
の
受

診
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
機
会
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。

�
対
象
者

　

上
板
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
昭

和
十
五
年
四
月
一
日
〜
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一

日
生
ま
れ
の
方
︵
四
月
二
日
以
降
に
国
保
に
加
入

さ
れ
た
方
で
特
定
健
診
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
︶

※
自
己
負
担
額
は
一
、〇
〇
〇
円
で
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
平
成
二
十
六
年
七
月
に
受
診
券

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

お
持
ち
で
無
い
場
合
は
、
再
交
付
も
で
き
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

税
務
課　

℡　
六
九
四−

六
八
〇
七

上
板
町
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
方
へ

受
診
期
限
迫
る
！

受
診
期
限
迫
る
！

特
定
健
康
診
査
の

特
定
健
康
診
査
の

平
成
二
十
六
年
度

平
成
二
十
六
年
度
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上
板
町
で
は
、
従
来
印
鑑
に
よ
る
押
印
で

本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
人
に

な
り
す
ま
し
た
虚
偽
の
請
求
等
防
止
の
た
め
、

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
よ
り
運
転
免
許
証

等
の
本
人
確
認
書
類
を
ご
提
示
い
た
だ
く
よ

う
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

　

税
務
証
明
書
を
交
付
請
求
さ
れ
る
際
に
は
、

以
下
の
確
認
書
類
等
を
お
持
ち
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

本
人
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、

社
員
証
等
。

　

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
口
頭
質
問
等
に

よ
り
確
認
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�
本
人
ま
た
は
、
同
世
帯
親
族
︵
本
人
確
認

書
類
︶

�
同
居
親
族
を
含
む
世
帯
が
異
な
る
親
族

︵
本
人
確
認
書
類
と
委
任
状
︶

�
第
三
者
の
代
理
人
︵
本
人
確
認
書
類
と
委

任
状
︶

税
務
証
明
等
を
申
請
で
き
る
方
と

必
要
な
も
の

�
借
地
人
・
借
家
人
︵
本
人
確
認
と
賃
貸
借

契
約
書
等
の
確
認
書
類
︶

�
相
続
人
︵
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類
と
戸

籍
謄
本
、
除
籍
謄
本
等
︵
写
し
で
も
可
︶

の
相
続
人
と
確
認
で
き
る
書
類
︶

�
代
表
者
印
の
持
参
ま
た
は
法
人
の
代
表
者

印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
委
任
状

�
従
業
員
が
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
代
表
者
印

が
押
印
さ
れ
て
い
る
申
請
書

　

※
申
請
書
に
代
表
者
印
が
無
い
場
合
は
委

任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

本
人
確
認
の
対
象
と
な
る
証
明
書

�
所
得
証
明

�
納
税
証
明
書
︵
車
検
用
軽
自
動
車
税
納
税

証
明
書
を
除
く
︶

�
課
税
証
明
書

�
固
定
資
産
税
評
価
証
明
書
・
公
課
証
明
書

�
営
業
証
明
書

�
名
寄
帳
の
写
し

　

※
上
記
証
明
以
外
の
証
明
や
申
請
、
給
付

等
は
従
来
通
り
印
鑑
等
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

法
人
に
係
る
税
証
明
の
証
明
に

必
要
な
も
の

郵
送
に
よ
る
請
求

　

郵
送
で
証
明
書
等
を
請
求
さ
れ
る
際
に
は

本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
を
同
封
し
て
頂
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

転
居
や
婚
姻
等
さ
れ
て
い
て
、
記
載
事
項

が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
こ
と

が
わ
か
る
も
の
︵
氏
名
、
住
所
等
を
変
更
し

た
運
転
免
許
証
の
裏
面
等
︶
の
コ
ピ
ー
も
同

封
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　　
　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
板
町
役
場　

税
務
課
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税
務
証
明
交
付
等
申
請
書
請
求
時
の

税
務
証
明
交
付
等
申
請
書
請
求
時
の

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
証
明
交
付
等
申
請
書
請
求
時
の

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い



◇ご自宅のパソコンで申告書等の作成が出来ます！
　　パソコンをお持ちの方は国税庁ホームページにアクセスしてください。

◇復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！
　　平成２５年分から平成４９年分までの各年分については、所得税と復興特別所得税を併せて納付することとされて

います。確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税」欄の記載漏れのないようご注意ください。

◇消費税の申告について
　　消費税（地方消費税を含む。）の税率は、平成２６年４月１日から８％に引き上げられました。

　　平成２６年分の消費税及び地方消費税の確定申告書は、課税取引を旧税率（５％）が適用されたものと新税率（８％）

が適用されたものに区分した帳簿等に基づき作成する必要があります。

◇贈与税の申告と納税をお忘れなく！　
　　平成２６年１月１日から平成２６年１２月３１日の１年間に、個人からもらった財産の価額が１１０万円を超えると、

贈与税の申告と納税が必要となります。

　　なお、贈与により取得した財産について、①相続時精算課税制度の適用を受ける場合、②住宅取得等資金の非課

税制度の適用を受ける場合、③配偶者控除の特例の適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必要と

なりますのでご注意ください。

�国税庁ホームページアドレス　 http://www.nta.go.jp　　� e-Tax ホームページアドレス http://www.e-tax.nta.go.jp

※預金残高のご確認をお願いします。

◇振替納税をご利用の方の振替納付日

振　　替　　日税　　　　　目

平成２７年４月２０日（月）所得税及び復興特別所得税

※税金の還付等を受けるための確定申告書は、平成２７年１月１日以降提出することができます。

※土・日曜日及び祝日は鳴門税務署での相談及び受付は行っていません。

（郵送等または鳴門税務署時間外収受箱への投かんにより申告書等を提出することはできます。）

◇鳴門税務署の確定申告会場の開設期間等

◇平成２６年分の確定申告期限及び納期限等

申告期限及び納期限税　　　　　目

平成２７年３月１６日（月）所得税及び復興特別所得税

平成２７年３月３１日（火）消 費 税 及 び 地 方 消 費 税

平成２７年３月１６日（月）贈 与 税

提出書類受付時間相談期間受付期間開設期間

８：３０〜１７：００９：００〜１７：００８：３０〜１６：３０
平成２７年２月２日（月）

〜平成２７年３月１６日（月）

振　　替　　日税　　　　　目

平成２７年４月２３日（木）消費税及び地方消費税



お子さまの教育資金を「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）がサポート�

　

上
板
町
で
は
、
二
〇
一
一
年
度
よ
り
支
部
を
対
象
と
し

た
人
権
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
延
べ

で
約
五
〇
〇
人
の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

住
み
よ
い
上
板
町
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
人
権
問
題
は

と
て
も
大
切
な
テ
ー
マ
で
す
。
懇
談
会
で
は
、
身
近
な
問

題
を
取
り
上
げ
て
、
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
重
点
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
と
、

総
務
課
よ
り
支
部
助
成
金
と
し
て
五
千
円
が
給
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
ま
だ
開
催
し
て
い
な
い
支
部
は
、
総
会
な
ど
の

寄
合
な
ど
と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
開
催
を
お
願
い
し
ま
す
。
時

間
は
一
時
間
以
内
で
す
の
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
お
問
い

合
わ
せ
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
。

教
育
委
員
会　

℡　

六
九
四−
六
八
一
四

　
　
　
　
　
　

佐
藤
又
は
森
本
ま
で

 

 

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

︻
ご
融
資
額
︼

　

お
子
さ
ま
一
人
あ
た
り
三
五
〇
万
円
以
内

︻
金　
　

利
︼

　

年
二
・
二
五
％　

固
定
金
利

　

※
母
子
家
庭
ま
た
は
世
帯
年
収︵
所
得
︶二
〇
〇
万
円︵
一
二
二
万
円
︶以
内
の
方
は

年
一
・
八
五
％

　
　

︵
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
日
現
在
︶

︻
ご
返
済
期
間
︼

　

十
五
年
以
内

︵
交
通
遺
児
家
庭
、
母
子
家
庭
ま
た
は
世
帯
年
収
︵
所
得
︶
二
〇
〇
万
円
︵
一
二
二

万
円
︶
以
内
の
方
は
十
八
年
以
内
︶

︻
お
使
い
み
ち
︼

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家

賃
な
ど

︻
ご
返
済
方
法
︼

　

毎
月
元
利
均
等
返
済
︵
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
︶

︻
保　
　
　

証
︼

　

︵
公
財
︶教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
︵
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能
︶

詳
し
く
は
、Ｈ
Ｐ︵﹁
国
の
教
育
ロ
ー
ン
﹂で
検
索
︶ま
た
は
教
育
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー︵
〇
五
七
〇−

〇
〇
八
六
五
六
︶︵
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
︶ま

た
は︵
〇
三
︶五
三
二
一−

八
六
五
六
︶ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
二
十
一
世
紀
の
郷
土
の

担
い
手
と
な
る
子
ど
も
・
若
者
を

め
ぐ
る
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ

を
増
し
、ニ
ー
ト
、　

ひ
き
こ
も
り
、

不
登
校
、
発
達
障
害
等
⋯
、
子
ど

も
・
若
者
の
抱
え
る
問
題
は
深
刻

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の

子
ど
も
・
若
者
・
保
護
者
が
総
合

的
、
継
続
的
に
相
談
の
で
き
る
、

ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
専

門
的
な
相
談
員
の
養
成
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

子
育
て
・
教
育
中
の
方
で
、
迷

い
や
悩
み
を
持
た
れ
て
い
る
方
々

の
ご
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

℡　

六
九
四−

六
八
一
四

�　

日
時　

平
成
二
十
七
年
一
月
十
六
日︵
金
︶

　
　
　
　
　
　

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

�　

内
容　

演
題　

﹁
若
者
の
う
つ
と
依
存
症
に
つ
い
て
﹂

　
　
　
　
　

講
師　

藍
里
病
院　
副
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　

医
師　

吉　

田　

精　

次　

さ
ん

�　

場
所　

上
板
町
中
央
公
民
館
大
会
議
室　
︵
役
場
二
階
︶

　

支
部
別
人
権
懇
談
会

開
催
に
つ
い
て　

■お問い合わせ先

受付時間
（月〜金）

連絡先相談窓口

9：00 〜
17：00

６３７−
６００６

相 談 支 援 セ ン
ター「あい」

（IT センター内）

8：30 〜
17：00

６９４−
６８１４

上板町教育委員会

（土・日・祝日は休み）

平
成
二
十
六
年
度

第
五
回
ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

講
習
会
開
催
に
つ
い
て︵
ご
案
内
︶

上板町子ども上板町子ども・・若者相談若者相談
支 援 セ ン タ ー支 援 セ ン タ ー『『 あ いあ い 』』
からのお知らせです。からのお知らせです。





ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
は
ダ
ブ
ル
ス
形
式
に
よ
る

総
当
た
り
戦
で
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。︵
敬
称
略
︶

　

優　

勝　

中
北　

禎
久

　
　
　
　
　

森
口　

貞
治　

ペ
ア

　

準
優
勝　

板
東　

卓
哉

　
　
　
　
　

熊
本　
　

潔　

ペ
ア

　

第
三
位　

柏
木　

正
照

　
　
　
　
　

坂
東　

憲
二　

ペ
ア

　

昨
年
十
一
月
二
十
二
日︵
日
︶に
第
五
十
一

回
板
野
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会
︵
板
野
郡
体
育

協
会
主
催
︶
が
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

周
回
コ
ー
ス
︵
七
区
間　

二
四
㎞
︶
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
板
野
郡
内
五
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
上
板
町
チ
ー
ム
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

︵
記
録：

一
時
間
一
七
分
四
八
秒
︶

　

ま
た
、
上
板
町
チ
ー
ム
で
は
、
一
区
︵
四

　

平
成
二
十
六
年
度
町
内
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

が
、
昨
年
十
一
月
十
六
日︵
日
︶フ
ァ
ミ
リ
ー

㎞
︶
新
開
選
手
︵
一
二
分
〇
五
秒
︶、
二
区

︵
三
㎞
︶岩
田
選
手︵
九
分
四
八
秒
︶、四
区︵
三

㎞
︶
白
石
選
手
︵
一
〇
分
〇
一
秒
︶、
六
区

︵
四
㎞
︶
上
田
選
手
︵
一
一
分
五
四
秒
︶
が

区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

上
板
町
チ
ー
ム
の
健
闘
を
称
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
上
板
町
チ
ー
ム　　
　
　
　
　
　

︵
敬
称
略
︶

監　

督　

上
田　

康
至

︵
と
く
し
ま
障
害
者
授
産
支
援
協
議
会
︶

コ
ー
チ　

新
開　

優
也︵
江
原
中
学
校
勤
務
︶

選　

手

　

１
区　

新
開　

優
也︵
江
原
中
学
校
勤
務
︶

　

２
区　

岩
田　

大
樹︵
徳
島
科
学
技
高
等
学
校
二
年

︶

　

３
区　

古
川　

祐
翔︵
上
板
中
学
校
一
年
︶

　

４
区　

白
石　
　

真︵
大
塚
製
薬
︶

　

５
区　

稲
居　

優
希︵
上
板
中
学
校
三
年
︶

　

６
区　

上
田　

康
至

︵
と
く
し
ま
障
害
者
授
産
支
援
協
議
会
︶

　

７
区　

岩
浅　
　

宏︵
徳
島
産
業
︶

　

O
P　

原
田　

公
規︵
上
板
中
学
校
二
年
︶

　
　
　
　

中
尾　

涼
太︵
上
板
中
学
校
二
年
︶

　
　
　
　

中
村　

理
沙︵
上
板
中
学
校
一
年
︶
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上
板
町
チ
ー
ム



　

板
野
西
部
消
防
組

合
で
は
、
平
成
二
十

六
年
十
一
月
二
十
六

日
︵
水
︶
ア
ス
テ
ラ

ス
製
薬︵
株
︶よ
り
最

新
鋭
の
高
規
格
救
急

自
動
車
を
御
寄
贈
い

た
だ
き
受
納
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

受
納
式
で
は
、ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
︵
株
︶
か
ら
目
録
・
ゴ
ー

ル
デ
ン
キ
ー
の
贈
呈
を
受
け
た
後
玉
井
管
理
者
よ
り
感
謝

状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
救
急
活
動
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
救
急
救
命
士
及
び
救
急
隊
員
に
よ
る
高
度
救

命
処
置
用
資
器
材
を
使
用
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
高
規
格
救
急
自
動
車
の
寄
贈
は
、
ア
ス
テ
ラ
ス
製

薬
︵
株
︶
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
一
九
七
〇
年

よ
り
全
国
各
自
治
体
の
消
防
機
関
へ
救
急
車
の
寄
贈
を
し

て
お
ら
れ
、
四
十
四
年
間
の
累
計
台
数
は
二
三
一
台
の
寄

贈
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
年
寄
贈
す
る
三
台
の
う
ち

一
台
を
板
野
西
部
消
防
組
合
へ
御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

御
寄
贈
い
た
だ
い
た
高
規
格
救
急
自
動
車
を
救
命
率
向

上
と
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
に
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

板
野
西
部
消
防
組
合
よ
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
十
一
月
十
四
日

︵
金
︶に
さ
く
ら
保
育
所
で
、

二
、
三
歳
児
に
よ
る
玉
ね

ぎ
の
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
植
え
ら
れ
た
玉
ね

ぎ
は
来
年
の
五
月
頃
に
収

穫
予
定
で
、
自
分
た
ち
で

植
え
た
玉
ね
ぎ
の
収
穫
を

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
に

し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

十
一
月
十
六
日
︵
日
︶に
、
上

板
の
古
道
観
音
道
ウ
ォ
ー
ク
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、
町
長
・
町
教

育
長
か
ら
激
励
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
午
前
九
時
に
歴
史
民
俗

資
料
館
を
出
発
、
和
泉
寺
か
ら

大
山
寺
に
か
け
て
の
観
音
道
を

歩
き
、
道
沿
い
に
あ
る
観
音
像

や
炭
焼
き
窯
跡
等
を
見
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
大
山
寺
を
出
発
し
、

遍
路
道
を
歩
い
て
、
資
料
館
に

帰
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
百

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
山

の
木
々
が
色
づ
き
始
め
、
季
節

が
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が
わ
か

り
、
自
然
の
ま
ま
の
美
し
さ
を

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
気
が
良
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
中
間
地
点
の
展
望

台
付
近
か
ら
は
、
腕
山
や
眉
山
、

徳
島
平
野
や
和
歌
山
方
面
の

山
々
が
一
望
で
き
ま
し
た
。

上
板
の

上
板
の

上
板
のウ

ォ
ー
ク

ウ
ォ
ー
ク

ウ
ォ
ー
ク

古
道
観
音
道

古
道
観
音
道

古
道
観
音
道



　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
三
条
に
、﹁
事
業
者
は
、
そ

の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
を
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
﹂
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、
委
託
し
て
処

理
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

そ
の
際
に
は
、
生
じ
た
廃
棄
物
の
種
類
に
応
じ
て

　

①
町
が
許
可
し
た
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
業
者

　

②
県
が
許
可
し
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
業
者

　

な
ど
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　

※
少
量
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

猫
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
近
所
に
野
良
猫
が
増
え
て
し
ま
っ
て
困
っ
て
い

る
。
ふ
ん
尿
の
悪
臭
で
困
っ
て
い
る
。
物
を
壊
さ
れ
る
。

ご
み
を
散
ら
か
す
な
ど
で
す
。

●
﹃
地
域
猫
活
動
﹄
に
つ
い
て
の
ご
質
問
や
ご
相
談
は
、

徳
島
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

●
行
政
で
は
、
猫
の
捕
獲
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

法
律
に
よ
り
愛
護
動
物
と
さ
れ
る
猫
は
、
み
だ
り
に

殺
し
た
り
傷
つ
け
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

︵
犬
と
は
扱
い
が
異
な
る
点
を
ご
注
意
く
だ
さ
い
。︶

１　

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

命
あ
る
生
き
物
、
周
辺
住
民
の
方
の
ご
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
、
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
一
生
涯

飼
い
ま
し
ょ
う
。

２　

猫
を
捨
て
る
行
為
は
犯
罪
で
す
。

　
　

猫
を
捨
て
る
こ
と
は
﹁
動
物
の
愛
護
及
び
管
理

に
関
す
る
法
律
﹂
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

３　

避
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

引
き
取
り
手
の
い
な
い
不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な

い
よ
う
、
繁
殖
制
限
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

４　

迷
子
札
な
ど
身
元
表
示
の
札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

身
元
表
示
が
な
い
猫
は
、
飼
い
猫
か
ど
う
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
誤
っ
て
家
の
外
に
出
て
し
ま
っ
た

場
合
に
も
、
連
絡
先
が
わ
か
れ
ば
帰
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

５　

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

屋
外
に
は
、
交
通
事
故
や
猫
同
士
の
ケ
ン
カ
、

病
気
に
感
染
し
て
命
を
落
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
内
飼
育
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
猫
に
よ
る
ふ
ん

尿
被
害
、
器
物
損
壊
等
の
近
所
ト
ラ
ブ
ル
も
防
げ

ま
す
。

　

ふ
ん
尿
や
ご
み
あ
さ
り
、
鳴
き
声
な
ど
の
被
害
に

よ
り
、
地
域
で
問
題
が
生
じ
、
住
民
の
方
か
ら
多
く

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
解
決
方
法
の
一
つ

に
﹃
地
域
猫
活
動
﹄
が
あ
り
ま
す
。

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
し
、

地
域
環
境
を
改
善
し
つ
つ
、
数
年
か
け
て
最
終
的
に

一
定
地
域
の
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
い
な
く
す
る
取

り
組
み
で
す
。

　

こ
の
活
動
に
は
、
猫
好
き
な
方
・
嫌
い
な
方
も
含

む
地
域
住
民
な
ど
、
人
と
猫
が
共
生
で
き
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理

解
が
不
可
欠
で
す
。

　

具
体
的
な
方
法

　

①
一
定
の
地
域
に
住
む
﹁
飼
い
主
の
い
な
い
猫
﹂

の
避
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
。

　

②
エ
サ
場
や
ト
イ
レ
の
設
置
と
管
理

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て

徳
島
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

℡　

六
三
六−

六
一
二
二

上
板
町
役
場　

環
境
保
全
課

℡　

六
九
四−

六
八
一
三

猫
の
飼
い
主
の
方
に
守
っ
て
欲
し
い
こ
と

に
つ
い
て
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生
ご
み
処
理
機
等
で
ご
み
の
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んんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかか

減
量
化
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
に
補
助
金
制
度
を
設
け
て
お
り
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
方
法
等
詳
し
い
こ
と
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

環
境
保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補助対象経費は処理機等本体の購入価格です。運搬費

や設置費等は補助対象外です。

①電気式生ごみ処理機器（例：乾燥式・バイオ式）

　購入価格の２分の１以内の額で、25,000円を限度。

　（補助数　12月15日現在残り４台）

②生ごみ処理容器（例：コンポスト・ＥＭ菌等使用容器）

　購入価格の２分の１以内の額で、3,000円を限度。

　（補助数　12月15日現在残り２台）

※補助金の交付は１世帯につき１回限りで、電気式生ごみ処理機器又は

　生ごみ処理容器のどちらか１台となります。

※先着順に受け付け、補助数に達し次第、締め切りとなります。

手続き方法などお問い合わせ先
上板町役場　環境保全課　TEL 694−6813

補助金額

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な

ど
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ

て
関
係
行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん

を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日

　

一
月
二
十
一
日
︵
水
︶

■
開
設
時
間

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

■
開
設
場
所

　

上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
日
行
政
相
談
所
開
設
予
定
日
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●　

無
料
点
検
後
に
不
安
を
あ
お
り
、
工
事
契
約
を
結
ば
せ
る
手

口
で
す
。
一
度
契
約
す
る
と
次
々
と
別
の
契
約
を
迫
ら
れ
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
安
易
に
業
者
を
家
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
　

特
別
に
値
引
き
す
る
と
言
わ
れ
て
も

そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
家
族
や
周
囲
の

人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

契
約
後
や
工
事
完
了
後
で
も
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契
約
の
取
り
消
し
等

が
で
き
る
場
合
が
あ
る
の
で
ご
不
明
な

点
は
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口　

℡　
六
九
四−
六
八
一
六

　

月
〜
金
曜
日　

九
時
〜
十
六
時
三
十
分︵
休
所
日　

土
日
祝
︶

　

役
場
東
隣　

上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
事
務
所
内

︻
事
例
︼　

訪
ね
て
き
た
業
者
に
無
料
だ
と
言
わ
れ
、
排
水
管
の

点
検
を
し
て
も
ら
っ
た
。
工
事
が
必
要
と
の
こ
と
で
工
事
契

約
を
結
ん
だ
が
、
そ
の
後
﹁
隣
の
家
ま
で
水
漏
れ
の
影
響
が

あ
る
の
で
別
の
工
事
を
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
七

〇
万
円
を
特
別
に
五
〇
万
円
に
す
る
﹂
と
言
わ
れ
追
加
契
約

し
て
し
ま
っ
た
。







　

平
成
二
十
七
年
度
に
さ
く
ら
保
育
所
へ
乳
幼
児
の
入
所
を
希

望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、
早
急
に
入
所
申
込
書
を
さ
く
ら
保
育

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
所
申
込
書
は
、
さ
く
ら
保
育
所
又
は

役
場
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
途
中
で
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
今
回
に
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
育
の
必
要
な
事
由
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

①
就
労
︵
フ
ル
タ
イ
ム
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
夜
間
、
居
宅

内
の
労
働
な
ど
、
基
本
的
に
す
べ
て
の
労
働
を
含
む
︶

　

②
妊
娠
・
出
産

　

③
保
護
者
の
疾
病
・
障
害

　

④
同
居
又
は
長
期
入
院
等
し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

　

⑤
災
害
復
旧

　

⑥
求
職
活
動
︵
起
業
準
備
を
含
む
︶

　

⑦
就
学
︵
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓
練
を
含
む
︶

　

⑧
虐
待
や
D
V
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

　

⑨
育
児
休
業
習
得
中
に
、
既
に
保
育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が

い
て
継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

　

⑩
そ
の
他
、
上
記
に
類
す
る
状
態
と
し
て
市
町
村
が
認
め
る
場
合

　
■
入
所
対
象
児

　

満
六
ヶ
月
児
か
ら
三
歳
児
ま
で

　

︵
平
成
二
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
も
の
︶

　
■
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　

一
月
五
日
か
ら
一
月
九
日
ま
で

　

さ
く
ら
保
育
所

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
立
さ
く
ら
保
育
所

　

上
板
町
西
分
字
日
吉
前
二
〇−

一

　

℡
六
九
四−

八
一
八 
〇

平
成
二
十
七
年
度

さ
く
ら
保
育
所
入
所
申
込
み
受
付

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
業
を
営
む
方
だ
け
で

な
く
、
趣
味
で
飼
育
す
る
場
合
で
も
、

飼
育
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る

方
は
、
毎
年
一
月
中
に
飼
育
届
を
提
出

し
て
下
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

徳
島
県
農
林
水
産
部
畜
産
課

　

℡　

〇
八
八−

六
二
一−

二
四
一
七

︻
届
出
窓
口
︼

　

上
板
町
役
場　

産
業
課

　

℡　

六
九
四−

六
八
〇
六

 

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
時
は
飼
育
届
が
必
要
で
す

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
時
は
飼
育
届
が
必
要
で
す

 

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
時
は
飼
育
届
が
必
要
で
す

︵
届
出
が
不
要
な
ケ
ー
ス
︶

　

農
作
物
の
花
粉
交
配
用
に
必
要
な

数
を
、
一
時
的
に
飼
育
す
る
方
な
ど

※
届
出
に
必
要
な
書
類
は
産
業
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。



� �������������������������������������������������������������

　

高
齢
者
個
人
の
発
病
お
よ
び
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
に
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
下
記
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
�

の
接
種
医
療
機
関
へ
直
接
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

　
�　

対
象
者

①　

上
板
町
に
在
住
し
て
い
る
六
十
五

歳
以
上
の
者
。︵
昭
和
二
十
四
年
十
一

月
・
十
二
月
及
び
昭
和
二
十
五
年
一

月
生
ま
れ
の
方
は
、
満
六
十
五
歳
に

到
達
し
た
日
か
ら
接
種
対
象
に
な
り

ま
す
。︶

②　

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
の
者

で
あ
っ
て
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
若
し

く
は
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

障
害
を
有
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
も
の
。

③　

①
ま
た
は
②
に
該
当
し
、
自
分
で

接
種
の
意
思
確
認
が
で
き
て
予
診
票

に
自
分
で
署
名
で
き
る
者
。︵
自
署
で

き
な
い
方
は
、
代
筆
者
が
署
名
し
、

代
筆
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

被
接
種
者
と
の
続
柄
を
記
載
す
る
こ

と
。︶

　
�　

実
施
期
間

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら　

　

平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日

︵
医
院
の
診
療
時
間
︶

︵
こ
の
期
間
以
外
に
う
け
た
方
は
、
定
期

予
防
接
種
の
該
当
に
は
な
り
ま
せ
ん
。︶

�　

接
種
回
数　
　

一
回

　
�　

持
っ
て
く
る
も
の

　

健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
︵
住
所
と
年
齢
確
認
の

た
め
︶

　
　�　

費
用

　

下
記
の
医
療
機
関
へ
直
接
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。︵
自
己
負
担
額
は
、
町
の

補
助
二
、一
〇
〇
円
を
除
い
た
額
で

す
。︶
な
お
、
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は

無
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
�
の
接
種
医

療
機
関
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

　
�　

接
種
医
療
機
関
︵
あ
い
う
え
お
順
︶

　

井
内
内
科　
　
　
　

井
内
廣
重
医
師

℡
六
三
七−
五
三
五
三

　　

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク　

井
関
俊
彦
医
師

℡
六
九
四−

六
〇
六
六

　　

佐
藤
医
院　
　
　
　

佐
藤
弘
人
医
師

℡
六
九
四−

三
二
一
一

　　

友
成
医
院　
　
　
　

友
成
信
二
医
師

℡
六
九
四−

五
五
一
五

　　

野
田
医
院︵
東
︶　
　

野
田
五
朗
医
師

℡
六
九
四−

二
〇
〇
八

　　

野
田
医
院︵
西
︶　
　

野
田
泰
弘
医
師

℡
六
九
四−

二
〇
〇
九

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
のののののののののののののののののののの
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接
種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

のののののののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて
︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻︻
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼︼

の
実
施
に
つ
い
て
︻
ご
案
内
︼

�
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課

　

℡
六
九
四−

六
八
一
〇





Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　　　　当内　　　　容場　　　　所時　　　間月／日

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０１／６

保健師・理学療法士個別健康相談・健康教育農村環境改善センター１０：００〜１１：３０２／３

Ⅱ．乳幼児健康診査

　１．股関節脱臼検診・ブックスタート

該　当　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

平成２６年８月９日〜
平成２６年１１月１４日生

股関節脱臼検診・ブックスタート
上板町中央公民館
（役場２階）
大会議室、第３会議室

１０：３０〜１１：００１／１４

　２．のびのび子育て教室

該　当　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

平成２６年８月９日〜
平成２６年１１月１４日生

離乳食教室、赤ちゃんの成長発達・
事故予防・予防接種について

農村環境改善センター９：３０〜９：４０１／１６

１月・２月　保健行事予定表

�担当時間�　平日１８：００〜２２：３０　　休日９：００〜２２：３０

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。
� ��������������������������������������������������������������������������������������

平成27年１・２月分
〈1/1〜2/10まで〉

市外局番は（088）です。

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院１㈭１
月

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院２㈮

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院３㈯

６９８−８０６０平 野 内 科４㈰

６９２−８１７１山 根 眼 科５㈪

６９２−５１５１板 東 整 形 外 科６㈫

６９２−８７１１西 條 耳 鼻 咽 喉 科７㈬

６９２−７２２８富 本 小 児 科 内 科８㈭

６９２−０３３３中 山 産 婦 人 科９㈮

６７２−５１４８ファミリークリニックしんの１０㈯

６９８−５５００山 田 外 科 内 科１１㈰

６９８−６１１１吉 野 川 病 院１２㈪

６９２−４７７１内科クリニック・オクムラ１３㈫

６９２−６８８６鶴 岡 内 科 胃 腸 科１４㈬

６９３−００８７き は ら 耳 鼻 咽 喉 科１５㈭

６９３−１１８８近 藤 外 科 内 科１６㈮

６７２−６６１８み や ざ き 内 科 診 療 所１７㈯

６９８−２６２５片 山 医 院１８㈰

６３７−３２１１こやま小児科内科クリニック１９㈪

６９２−１２２０大 久 保 内 科２０㈫

６９３−１０２１杉みね整形クリニック２１㈬

６９３−３０２０増 田 ク リ ニ ッ ク２２㈭１
月 ６９２−１２７７小 松 泌 尿 器 科２３㈮

６９４−５３５３井 内 内 科２４㈯

６９８−８８０８新 居 内 科２５㈰

６７２−０１７４竹 本 内 科２６㈪

６７２−１１８５井 上 病 院２７㈫

６７２−０１７６三 愛 内 科２８㈬

６７２−４９７０福 島 内 科２９㈭

６７２−０５７１新 野 医 院３０㈮

６９４−２００９野 田 （ 泰 ） 医 院３１㈯

６９８−０１２３田 根 内 科 胃 腸 科１㈰２
月

６７２−５６３０近 藤 内 科 医 院２㈪

６７２−５１４８ファミリークリニックしんの３㈫

６７２−６６１８み や ざ き 内 科 診 療 所４㈬

６９４−５３５３井 内 内 科５㈭

６９４−２００９野 田 （ 泰 ） 医 院６㈮

６９４−２００８野 田 （ 五 ） 医 院７㈯

６９８−８８８７い の も と 眼 科 内 科８㈰

６９４−２００８野 田 （ 五 ） 医 院９㈪

６９４−５５１５友 成 医 院１０㈫

担当時間以外

の深夜の救急

きたじま田岡病院　　６９８−１２３４　　全日対応ですが、要確認

稲次整形外科病院　　６９２−５７５７　　水曜日、土曜日は受診前に要確認

東徳島医療センター　　６７２−１１７１　　対応日は確認して下さい
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平成26年

お
誕
生

お
め
で
と
う

福
永
　
剛
央
・
優
子

男
の
子
　
結
斗
︵
ゆ
い
と
︶

神
　
宅

吉
岡
　
佑
太
・
亜
由
美

女
の
子
　
旭
︵
あ
さ
ひ
︶

高
　
瀬

大
野
　
槙
也
・
章
惠

女
の
子
　
結
華
︵
ゆ
か
︶

七
　
條

　

去
る
十
二
月
四
日︵
木
︶に
さ
く
ら
保
育

所
で
、
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
八
坂
ク
ラ
ブ
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

二
歳
児
、
三
歳
児
、
さ
く
ら
っ
こ
ひ
ろ
ば

の
子
ど
も
た
ち
が
、
た
く
さ
ん
の
お
餅
を

つ
き
ま
し
た
。

　

徳
島
県
文
化
研
修
会
が
、
十
一
月
二

十
四
日
︵
月
・
休
︶
に
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︵
主

催　

徳
島
県
市
町
村
文
化
協
会
連
絡
協

議
会
・
上
板
町
文
化
協
会
︶。

　

こ
の
研
修
会
は
、
県
内
の
各
市
町
文

化
協
会
会
員
の
交
流
を
深
め
た
り
、
町

文
化
協
会
の
歩
み
と
現
状
を
報
告
し
、
各
協
会
の
発
展
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
に
研
修
を
行
い
、
町
文
化
協
会
事
務
局
か

ら
、
町
文
化
協
会
の
歩
み
と
上
板
町
の
文
化
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
そ
の
後
、
元
徳
島
県
立
文
書
館
館
長　

立
石
恵
嗣

　

氏
か
ら
、
﹃
阿
波
和
三
盆
糖
と
中
川
虎
之
助
﹄
と
題
し
て
、

郷
土
の
文
化
と
歴
史
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
上
板
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
や
上
板
風
神
太
鼓
振
興
会
に

よ
る
太
鼓
演
奏
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
、
岡

田
製
糖
所
で
は
、
現
地
研
修
と
し
て
、
製
法
場
等
を
見
学
し
、

阿
波
和
三
盆
糖
製
造
の
様
子
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

町
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
上

板
町
の
文
化
や
歴
史
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

徳　島　県

文化研修会

徳　島　県

文化研修会

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日

︵
日
︶・
二
十
四
日︵
月
︶上
板
町
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
島
県
文
化
研
修
会
・
展
示
・
バ
ザ
ー

や
第
三
回
柿
の
種
吹
き
飛
ば
し
大
会
等
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

多
数
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
盛
況
の
う

ち
に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

主
な
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

　

近
隣
市
町
か
ら
八
名
の
参
加
者
に
よ
る

リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

優　

勝　

板　

東　

利　

明
︵
五
段
︶

　

準
優
勝　

秋　

山　
　
　

勤
︵
四
段
︶

　

第
三
位　

松　

下　

信　

也
︵
四
段
︶

囲
碁
大
会

第
三
回
柿
の
種
吹
き
飛
ば
し
大
会

　

最
高
記
録
は
九
ｍ
六
十
㎝
で
、
十
ｍ
超

え
の
新
記
録
は
で
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子

ど
も
達
の
参
加
が
多
く
七
十
人
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

﹃
か
き
じ
ぃ
﹄
も
登
場
し
ま
し
た
。


